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要  約   

硝酸塩の甲状腺機能への影響を明かにするため．未繹産牛に射し，分娩の4週間前より分  

娩後1週間目まで，毎日硝酸ナトリウム0．1g／kg体重（Ⅰ詳：4例）およぴ0．2g／丁くg体重  

＝1群：3例）を軽口投与し，両群の未終夜牛とそれらの新生子牛の血清甲状腺ホルモン  

値を無投与対照群〔Ⅲ群：4例とそれらの新生子牛）と比較した。   

未建直牛の血清サイロキシン（T▲）値は，3群間で有意差が認められなかった。血清  

トリヨードサイロニン（T～）値は．Ⅲ群が他の2群に比べて高い傾向を示したが，有意  

差は認められなかった。T〃／TJ比は分娩前にm，Ⅰ，Ⅱ群の順に高い傾向を示したが，  

有意差は認められなかった。   

新生子牛の血清T▲値はⅠ，Ⅱ拝聞で類似L，皿群に比べて低い傾向を示した。血清T∃  

値はⅢ，Ⅱ．Ⅰ群の順に高い傾向を示した。TノTJヒはⅢ，Ⅰ群閉で類似し，Ⅱ群に比  

べて高い傾向を示した。しかL．これらの数値は3洋間で有意差が認められなかった。   

従って，硝酸ナトリウムの甲状腺機能への有意な影響は固産斯の未練産牛と新生子牛に  

認められなかった。  
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甲状腺機能はl種々の簸理学的要素や環境的軍国  

によって影響を受けるヨb とくにヨードの欠乏は甲  

状腺機能に陣容恵与え，結果的に甲状腺腫を誘発す  

る。′ヨード欠乏には，土穏や植物のヨード含量の不  

足による原発性ヨ、－ド衷＝乏と．抗甲状腺物質の摂取  

による二次性ヨード欠乏の存在が知られている主。  
硝酸塩はラットやヒツぎ、誉吼‡・1 で抗甲状腺物質の1  

つと考えら卸てしヤるが，ウシでは見解が分かれ＝■，  

確認のための詳細な実験が必要である。今回は妊娠  

末期の未経産午に硝酸ナトリウムを分娩前後の5週  

間にわたり投与し，未経産の分娩前の母牛と最も感  

受性が高いと考えられる新生子牛の甲状腺槻能への  

影響を甲状腺ホルモン値の変動を指標として検討し  
た。  

材料および方津   

供試牛については表1に示した心供試牛は，帯広  

畜産大学附属農場で飼育されている健康なホルスタ  

イン種の妊娠末期の未経産牛11頭とその新生子牛11  

演である。供試末経産牛を3群に分け，Ⅰ群（4東）  

に硝酸ナトノウム（NaNOこ‡）0，1g／kg体重を，［群  

（3豆削にNaNO貴0．2g／kg体重を分娩前4週間，分  

娩級1週間の計5週間にわたり毎日朝に強制葦与し  

た。なお，無投与の4頭を対照群（Ⅲ群）とした。  

未程産牛の採血は，分娩前には1週間毎に4軌分  

娩後0－1，3，5，7日日の計9軌 新生子年の  

場合，出生後0，1．3，5．7日臼の計5回行っ  

た。血清サイロキシン（T．）備およぴトリヨード  

サイロニン（T‥5）値の測定はRIA法★に従った。  

平均値の差の検定にはStLldentのと検定を用いた。  

表1． 供試牛と硝酸塩の投与t  

成  績   

素餐産牛の血清T⊥値の変化：未練産牛における  

分娩前後の血清サイロキシン億の変化を図1に示し  

た。Ⅲ群では試簡閲姑時の分娩4週間静に高値を示  

し，以後漸次減少傾向を示し，殊娩時に低値そ示L，  

分娩後7日削二はやや増加傾向を示した。Ⅰ群およ  

び皿群もⅢ群とはぼ同様な傾向を示し巨封断酎こは  

有意差ほ認められなかった。  
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機上」雄摘l：章町呼呵姉潤中断組付中門や衡呵拘  

束漉慮牛の血清でj値戯変化：養陸産牛における  

労娩前穣めT〆1＝此の変化を囲2に承Lた一議疑  

隋始時より分娩直前成層，Ⅱ群の使臣ぎ倦め2：群に比  

雪でやや高く褒熟も少′なかづたが，Ⅰ群と皿廓ぜは  

低く耗まり－やや増加概陶を議Lた令愈娩凍Ⅰ，Ⅱ  

詳では1日冒に．Ⅲ群で嘩き，象日日に一時約に滅  

少したが！7日日には3廣とも増加傾向を奉Lたd 

しかし，3群間に有ま差lま認められなでかっ患。  
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投与量  投与方法  
（短）（gノ電底意）   

Ⅰ  4  亜♭61月   0．1  経口投与   

Ⅱ  3  49a鮎2  （）．2   経口投与  
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固直弼の未程産午と新生子牛の甲状腺機能に対する硝酸塩の影響  

分娩廓後のT．／T3比を図3に示した。1群では分  

娩2週間前より減少傾向を示し，分娩後7日目には  

低備を示した。Ⅱ群では投与後やや増加し，分娩2  

週間前に高値を示し，以後急速に減少し．分娩直後  

に最低値を示したが，以後濃ゃかな変動を示した。  

Ⅲ帯では試験開始時以降急激に減少し，分娩直後で  

低値を示したが，以後著しい変動は見られなかった。  

3群聞に有意差は認められなかった。  
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新生子牛の血清TノTニ，比の変化：新生子年にお  

けるTノT。比の変化を図6に示した。3群とも出  

生直後より減少し，3日日にはいずれも低値を示し，  

その後は除々に増加した。3群聞には有意差は認め  

られ丘かったq  
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陳【J．泉尾点綴牛ミニjjけるうで曙自J才女のVド†十イロヰγンタ－Ftjヨードサノソニ  

ン比ダ）．な化  

新生子牛の血清Tr櫨の変化：新生子牛における  

血清丁順の変化を回4に示した。試験開始後1日  

目には3群とも急速に増加し，いずれも高値を示し  

た。3日目以降は3群とも急速に減少し，7日目に  

はいずれの群も低値を示した。3群問に有意差は認  

められなかった。   
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生後の【【簸  
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考  察   

初生獣の地方病性甲状腺腫は，胎仔段階でヨド  

が欠乏し，甲状腺ホルモンの生成が低下すると，下  

垂体の甲状腺刺激ホルモン（TSH）の分泌が克進  

され，この状態が持続すると甲状腺が代償性に肥大  

する■。ヨード欠乏による基礎代謝の低下は，非特  

異的に繁殖障害，乳量減少などの軋特異的には流  

産，死産，早産，虚弱子の分娩などの障害を及ぼす  

r。また，ヨード欠乏牛より出生した甲状腺鹿の子  

牛は虚乱 生後商死．哺乳困難ヤ呼吸困難症状が改  

められている㌔   
今回の末経産牛では，Ⅰ群とn群の血清T．債，  

T＝i値，TノT3比はⅢ群との間で有意差が認めら  

れなかった。Peteseta】．11は，正常な子牛を分娩し   
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新生子牛の血清T＝j値の変化：新生子牛における  

血清T3億の変化を図5に示した。3群とも1日目  

に急速に増加し．高値を示し，3日計以降は急速に  

減少した。3群間にほ有意差は認められなかった9  
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た未経塵牛と高濃度の硝酸塩を含んだ飼料で飼育さ  

れ，甲状腺腫の子牛を分娩した栄経産牛の血清T．  

値を比較したが，有意差が認められなかった。従っ  

て，硝酸塩は直接的には未経定年の甲状腺機能に影  

響を汲Igさないと考えられた。   

次に上蔀生子牛の血清T／値では，Ⅰ群と口許の  

値は類似しており，かつⅢ群に比べて低値で推移し  

ているが，血清T＝｛値では一群および［群がⅢ群に  

比べて低値であった。これは採材時期が皿群では10  

月下旬～1月下旬．1詳では2月中旬、3月下旬，  

Ⅱ群では6月下旬、7月上旬と異なったことによる  

東狙差の、ため，Ⅲ群では寒冷ストレスーごが生じた籍  

果，甲状腺ホルモン値が増加した∨ものと考えられる℃  

ニれに加え，T．／Tユ比ではⅠ群とⅢ群は鰯似し，  

Ⅱ群は低値の傾向を示し，さらにⅡ粁では血清T一  

倍が軽度な高値を示した。しかし，血清Tユ値およ  

ぴTノT～比では有意差は認められず，また探材時  

期が異なったことによる環境的要因の阻与を考慮す  

ると．今回の血清甲状腺ホルモン備の変化の養いは，  

硝酸塩による甲状腺機能への影響であるとは断定し  
にくい。  

Jai11tl【IビゼnPtal／は，東経産牛に硝酸ナトリウム  

を長期間投与しでも甲状腺の濾胞上皮細胞や重量に  
は影響を射ぎさないと報告した。   

硝酸塩を多量に摂取すると，亜碑醗塩の増加によ  

るヰ毒を起こし，持続的に少量せ摂取すると乳量の  

減少，感染に対する抵抗力の低下1■．死・流産やそ  

の他の繁殖障害〉 などの臨床症状が現われることが  

一級に知ちれている幻 しかし，ウシに関しては，硝  

酸塩が杭甲状腺物質であることについては見解が分  

かれ什・1▲，今回成牛ならびに新生子牛には影響がな  

いと考えられたが，季節的と考えられる要因が関与  

したことは否定できない。今後は泌乳執事節‖，  

分娩⊥ あるいは気温など甲状腺機能に影響を与える  
様々な要素を着席した上で，甲状腺ホルモンに限ら  

ず，甲状扱重畳および組綴学的所見についてもン検討  

する必要があると考えられたぢ  
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